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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報提供センターから送信される情報に基づき乗員に情報提供する車両用情報提供装置
であって、
　複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出する際に、
　自車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び前記複数の出口のうちいずれ
から道路に退出したかを判別可能な情報を含む、車両側情報を前記情報提供センターに送
信する第１の動作と、
　複数車両から受信される車両側情報に基づき前記情報提供センターにおいて計算される
出口別の退出所要時間を含む退出状況情報を、該情報提供センターから受信し、該受信し
た退出状況情報に基づいて情報提供を行う第２の動作と、
　を行うことを特徴とする車両用情報提供装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両用情報提供装置であって、
　前記第２の動作は、前記退出状況情報を参照して退出所要時間が最も短い出口を特定し
、該特定した出口を乗員に報知する動作を含む、
　車両用情報提供装置。
【請求項３】
　情報提供センターから送信される情報に基づき乗員に情報提供する車両用情報提供装置
であって、
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　複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出する際に、
　自車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び前記複数の出口のうちいずれ
から道路に退出したかを判別可能な情報を含む、車両側情報を前記情報提供センターに送
信する第１の動作と、
　複数車両から受信される車両側情報に基づき前記情報提供センターにおいて選択される
退出所要時間が最短の出口を含む退出状況情報を、該情報提供センターから受信し、該受
信した退出状況情報に基づいて情報提供を行う第２の動作と、
　を行うことを特徴とする車両用情報提供装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の車両用情報提供装置であって、
　前記第１の動作、及び前記第２の動作で受信する退出状況情報を要求するために前記情
報提供センターへ要求信号を送信する動作、の少なくとも一方は、自車両が退出しようと
する所定施設を特定可能な所定施設特定情報を前記情報提供センターに送信する動作を含
み、
　前記退出状況情報は、前記情報提供センターにおいて前記所定施設特定情報を用いた抽
出処理を経て生成される情報である、
　車両用情報提供装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の車両用情報提供装置であって、
　前記第２の動作は、前記退出状況情報に含まれる各出口において退出渋滞が発生してい
るか否かの情報提供を含む、
　車両用情報提供装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の車両用情報提供装置であって、
　前記第１の動作と前記第２の動作のいずれか一方、又は双方について、ユーザー操作に
より作動及び停止が切り替え可能に構成される、
　車両用情報提供装置。
【請求項７】
　複数車両との情報通信を行なう情報提供センターであって、
　複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出しようとする車両に対して、
　所定時間以内に同一施設を退出した車両から受信した車両側情報であって、車両の発進
時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び前記複数の出口のうちいずれから道路に退出
したかを判別可能な情報を含む、車両側情報に基づいて、出口別の退出所要時間を含む退
出状況情報を生成して送信する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項８】
　複数車両との情報通信を行なう情報提供センターであって、
　複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出しようとする車両に対して、
　所定時間以内に同一施設を退出した車両から受信した車両側情報であって、車両の発進
時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び前記複数の出口のうちいずれから道路に退出
したかを判別可能な情報を含む、車両側情報に基づいて、退出所要時間が最短の出口に関
する情報を含む退出状況情報を生成して送信する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の情報提供センターであって、
　前記所定施設から道路に退出しようとする車両が発進してから、所定時間以内に受信し
た車両側情報に基づいて計算される直近情報に基づく退出状況情報を、退出状況情報とし
て生成する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項１０】
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　請求項９に記載の情報提供センターであって、
　前記直近情報に基づく退出状況情報を生成不能な場合には、同一時間帯及び同一日付要
因下で受信された車両側情報に基づいて計算される統計上の退出状況情報を、退出状況情
報として生成する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項１１】
　請求項７ないし１０のいずれかに記載の情報提供センターであって、
　前記所定施設内で退出中の車両の数を計数可能に構成され、
　前記所定施設から道路に退出しようとする車両が発進した時点における、当該所定施設
を退出中の車両の数に基づいて前記退出状況情報を生成する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項１２】
　請求項７ないし１１のいずれかに記載の情報提供センターであって、
　前記所定施設から道路に退出しようとする車両が発進してから所定時間以内に受信した
車両側情報に基づいて計算される直近情報に基づく退出状況情報に含まれる実退出所要時
間と、過去に受信した車両側情報に基づいて計算される最短退出時間と、の比較に基づい
て、退出渋滞が発生しているか否かの情報を作成し、前記車両に送信する、
　ことを特徴とする、情報提供センター。
【請求項１３】
　請求項１、請求項２、請求項１又は請求項２に係る請求項４、のいずれか一項に記載の
車両用情報提供装置と、
　請求項７、又は請求項７に係る請求項９ないし１２のいずれか一項、に記載の情報提供
センターと、
　を有する情報提供システム。
【請求項１４】
　請求項３、又は請求項３に係る請求項４に記載の車両用情報提供装置と、
　請求項８、又は請求項８に係る請求項９ないし１２のいずれか一項、に記載の情報提供
センターと、
　を有する情報提供システム。
【請求項１５】
　請求項１に係る請求項５に記載の車両用情報提供装置と、請求項７に係る請求項１２に
記載の情報提供センターと、を有する情報提供システム。
【請求項１６】
　請求項３に係る請求項５に記載の車両用情報提供装置と、請求項８に係る請求項１２に
記載の情報提供センターと、を有する情報提供システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報提供センターから送信される情報に基づき乗員に情報提供する車両用情
報提供装置、車両用情報提供装置に情報提供する情報提供センター、及びこれらの双方を
有する情報提供システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の出口を有するような大規模な駐車場、施設から車両が退出する際に、最適
な出口に関する情報提供を行う技術について、種々の発明が開示されている。
【０００３】
　具体的には、現在位置からの直線距離又は走行距離が最短である出口、或いは該当する
出口と道路リンクとの交差点に信号機や行先表示板が存在する出口を、最適な出口を選定
するための条件とするナビゲーション装置についての発明が開示されている（例えば、特
許文献１参照）。
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【０００４】
　また、駐車場出口までの走路を含む誘導情報をサーバにおいて作成し、車載装置とサー
バの無線通信によって駐車場内の車両誘導を行う誘導方法についての発明が開示されてい
る（例えば、特許文献２参照）。当該文献には、複数の出口の夫々に周辺の道路（リンク
）が関連付けられており、目的地に至るまでの経路を構成するリンクがいずれの出口に関
連付けられているかによって出口を選定することが記載されている。
【特許文献１】特開２００２－１６８６４２号公報
【特許文献２】特開２００５－２８４６９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、大規模な駐車場や施設においては、出口付近の渋滞が度々発生する。従って
、運転者においては、走行距離や行先表示板の有無よりも、最短時間で退出可能な出口を
知りたいと望む場合が多い。
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の装置では、出口別の混雑状況に応じて、退出所
要時間が短い出口について情報提供することができない。
【０００７】
　この点、上記特許文献２には、駐車場出口の混雑状況を車載装置に配信することについ
て、一応の示唆がなされている（段落［００２８］）。しかしながら、駐車場出口の混雑
状況を把握するための具体的手法についての記載が一切なされておらず、如何なる手法・
構成によって駐車場出口の混雑状況を配信するのかが全く不明である。また、出口別の退
出所要時間に関する情報提供を行うことについての記載はなされていない。
【０００８】
　従って、いずれの文献に記載された技術によっても、出口別の退出所要時間に関する情
報提供を行うことはできない。
【０００９】
　本発明はこのような課題を解決するためのものであり、複数の出口を有する駐車場等か
ら車両が退出する際に、出口別の退出所要時間に関する情報提供を行うことが可能な車両
用情報提供装置、情報提供センター、及び情報提供システムを提供することを、主たる目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するための本発明の第１の態様は、情報提供センターから送信される情
報に基づき乗員に情報提供する車両用情報提供装置であって、複数の出口を有する道路外
の所定施設から道路に退出する際に、自車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報
、及び複数の出口のうちいずれから道路に退出したかを判別可能な情報を含む、車両側情
報を情報提供センターに送信する第１の動作と、複数車両から受信される車両側情報に基
づき情報提供センターにおいて計算される出口別の退出所要時間を含む退出状況情報を、
情報提供センターから受信し、受信した退出状況情報に基づいて情報提供を行う第２の動
作と、を行うことを特徴とするものである。ここで、「道路外の所定施設」とは、駐車場
や建物等を含む。
【００１１】
　この本発明の第１の態様によれば、自車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報
、及び複数の出口のうちいずれから道路に退出したかを判別可能な情報を含む車両側情報
を情報提供センターに送信しており、複数の車両から送信される車両側情報に基づき情報
提供センターにおいて計算される出口別の退出所要時間を受信して、乗員に出口別の退出
所要時間に関する情報提供を行うことができる。
【００１２】
　本発明の第１の態様において、第２の動作は、例えば、退出状況情報を参照して退出所
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要時間が最も短い出口を特定し、特定した出口を乗員に報知する動作を含む。
【００１３】
　本発明の第２の態様は、情報提供センターから送信される情報に基づき乗員に情報提供
する車両用情報提供装置であって、複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出
する際に、自車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び複数の出口のうちい
ずれから道路に退出したかを判別可能な情報を含む、車両側情報を情報提供センターに送
信する第１の動作と、複数車両から受信される車両側情報に基づき情報提供センターにお
いて選択される退出所要時間が最短の出口を含む退出状況情報を、情報提供センターから
受信し、受信した退出状況情報に基づいて情報提供を行う第２の動作と、を行うことを特
徴とするものである。
【００１４】
　本発明の第１又は第２の態様において、例えば、第１の動作、及び前記第２の動作の少
なくとも一方は、自車両が退出しようとする所定施設を特定可能な所定施設特定情報を情
報提供センターに送信する動作を含み、退出状況情報は、情報提供センターにおいて所定
施設特定情報を用いた抽出処理を経て生成される情報である。
【００１５】
　また、本発明の第１又は第２の態様において、第２の動作は、好ましくは、退出状況情
報に含まれる、各出口において退出渋滞が発生しているか否かの情報提供を含む。
【００１６】
　また、本発明の第１又は第２の態様において、第１の動作と第２の動作のいずれか一方
、又は双方について、ユーザー操作により作動及び停止が切り替え可能に構成されるもの
としてもよい。
【００１７】
　本発明の第３の態様は、複数車両との情報通信を行なう情報提供センターであって、複
数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出しようとする車両に対して、所定時間
以内に同一施設を退出した車両から受信した車両側情報であって、車両の発進時刻と道路
への退出時刻に基づく情報、及び複数の出口のうちいずれから道路に退出したかを判別可
能な情報を含む、車両側情報に基づいて、出口別の退出所要時間を含む退出状況情報を生
成して送信することを特徴とするものである。
【００１８】
　本発明の第４の態様は、複数車両との情報通信を行なう情報提供センターであって、複
数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出しようとする車両に対して、所定時間
以内に同一施設を退出した車両から受信した車両側情報であって、車両の発進時刻と道路
への退出時刻に基づく情報、及び複数の出口のうちいずれから道路に退出したかを判別可
能な情報を含む、車両側情報に基づいて、退出所要時間が最短の出口に関する情報を含む
退出状況情報を生成して送信することを特徴とするものである。
【００１９】
　本発明の第３又は第４の態様は、例えば、所定施設から道路に退出しようとする車両が
発進してから、所定時間以内に受信した車両側情報に基づいて計算される直近情報に基づ
く退出状況情報を、退出状況情報として生成する。
【００２０】
　また、本発明の第３又は第４の態様は、例えば、直近情報に基づく退出状況情報を生成
不能な場合には、同一時間帯及び同一日付要因下で受信された車両側情報に基づいて計算
される統計上の退出状況情報を、退出状況情報として生成する。
【００２１】
　また、本発明の第３又は第４の態様は、例えば、所定施設内で退出中の車両の数を計数
可能に構成され、所定施設から道路に退出しようとする車両が発進した時点における、当
該所定施設を退出中の車両の数に基づいて退出状況情報を生成する。
【００２２】
　また、本発明の第３又は第４の態様は、例えば、所定施設から道路に退出しようとする
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車両が発進してから所定時間以内に受信した車両側情報に基づいて計算される直近情報に
基づく退出状況情報に含まれる実退出所要時間と、過去に受信した車両側情報に基づいて
計算される最短退出時間と、の比較に基づいて、退出渋滞が発生しているか否かの情報を
作成し、前記車両に送信する。
【００２３】
　本発明の第５の態様は、本発明の第１の態様の車両用情報提供装置と、本発明の第３の
態様の情報提供センターと、を有する情報提供システムである。
【００２４】
　本発明の第６の態様は、本発明の第２の態様の車両用情報提供装置と、本発明の第４の
態様の情報提供センターと、を有する情報提供システムである。
【００２５】
　本発明の第７の態様は、本発明の第１又は第２の態様の車両用情報提供装置のうち各出
口において退出渋滞が発生しているか否かの情報提供を行なうものと、本発明の第３又は
第４の態様の情報提供センターのうち各出口において退出渋滞が発生しているか否かの情
報を送信するものと、を有する情報提供システムである。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、複数の出口を有する駐車場等から車両が退出する際に、出口別の退出
所要時間に関する情報提供を行うことが可能な車両用情報提供装置、情報提供センター、
及び情報提供システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、添付図面を参照しながら実施例を
挙げて説明する。
【実施例】
【００２８】
　［第１実施例］
　以下、本発明の第１実施例に係る情報提供システム１について説明する。
【００２９】
　＜構成＞
　図１は、情報提供システム１の全体構成を概念的に示す図である。また、図２は、車両
用情報提供装置１０及び情報提供センター１００の、より具体的な構成を示す図である。
【００３０】
　情報提供システム１は、複数の車両に搭載された車両用情報提供装置１０と、情報提供
センター１００と、を有する。各車両は、情報提供センター１００が退出状況情報を生成
するのに必要となる車両側情報を情報提供センター１００にアップロードし、情報提供セ
ンター１００は、各車両から送信された車両側情報を集計して、出口別の退出所要時間を
含む退出状況情報を生成し、各車両に提供する。
【００３１】
　車両用情報提供装置１０は、車載ナビゲーション装置を中心として構成され、主要な構
成として、ＧＰＳ受信機２０と、メモリ３０と、入出力装置４０と、ナビゲーションコン
ピューター５０と、車両側通信装置６０と、を備える。また、情報提供センター１００は
、情報処理装置１１０と、データベース１２０と、を備える。
【００３２】
　ＧＰＳ受信機２０は、ＧＰＳ衛星から衛星の軌道と時刻のデータを含む電波信号を受信
する。当該受信されたデータは、ナビゲーションコンピューター５０に送信され、自車両
の現在位置の特定に用いられる。
【００３３】
　メモリ３０は、例えば、ハードディスクやＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体であり、
地図情報が記憶されている。当該地図情報は、交差点等を表すノード点と、ノード点を接



(7) JP 4131742 B1 2008.8.13

10

20

30

40

50

続するリンクと、により道路形状が表現されている。また、メモリ３０には、複数の出口
（出入り口）を有する駐車場や建物であって、予め所在が明らかとなっている所定施設の
施設ＩＤや座標領域（ポリゴンデータ）、当該所定施設が有する各出口の座標、ＩＤ等が
記憶されている。
【００３４】
　入出力装置４０は、例えば、タッチパネルとして構成されたディスプレイ装置、音声入
出力のためのマイク及びスピーカー、専用のメカニカルスイッチ等である。ディスプレイ
装置は、例えば、グラフィックシステムとしてＶＧＡ（Video　Graphics　Array）を採用
して動画を含む画像表示を行なうと共に、その表面にユーザーがタッチ操作したことによ
る電圧の変化を検出して、タッチ操作された位置を認識する。入出力装置４０になされた
入力操作はナビゲーションコンピューター５０に入力され、入出力装置４０の出力内容は
ナビゲーションコンピューター５０により決定される。
【００３５】
　ナビゲーションコンピューター５０は、例えば、ＣＰＵを中心としてＲＯＭやＲＡＭ等
がバスを介して相互に接続されたコンピューターユニットであり、その他、ＨＤＤ（Hard
　Disc　Drive）やＤＶＤ（Digital　Versatile　Disk）等の記憶媒体やＩ／Ｏポート、
タイマー、カウンター等を備える。ＲＯＭには、ＣＰＵが実行するプログラムやデータが
格納されている。ナビゲーションコンピューター５０は、ＧＰＳ受信機２０が受信する衛
星からの電波信号に基づく演算を行なって、自車両の現在位置（緯度、経度、高度）を特
定する。自車両の現在位置は、車速センサーやジャイロセンサー等の各種センサーの出力
や、ビーコン受信機及びＦＭ多重放送受信機を介して受信される各種情報に基づいて補正
されてよい。そして、自車両の現在位置から入出力装置４０を用いてユーザーにより指定
された目的地に至る最適な経路を、メモリ３０に記憶された地図情報を参照して生成し、
周知の経路案内を行う。
【００３６】
　また、ナビゲーションコンピューター５０は、本発明に特徴的な処理として、車両側通
信装置６０を用いて、車両側情報を情報提供センター１００に送信すると共に、情報提供
センター１００から退出状況情報を受信して、これに基づく情報提供を行う。これらの処
理の流れについては後述する。
【００３７】
　車両側通信装置６０は、情報提供センター１００との間で、例えば、無線基地局７０及
びネットワーク８０を介して情報の送受信を行う。車両側通信装置６０と無線基地局７０
との間では、携帯電話網、ＰＨＳ（Personal　Handy-phone　System）網、無線ＬＡＮ、
ＷｉＭＡＸ（Worldwide　Interoperability　for　Microwave　Access）、衛星電話、ビ
ーコン等を利用した無線通信が行なわれる。また、無線基地局７０と情報センター１００
を接続するネットワーク８０は、例えば、公衆電話交換網（PSTN）やデジタル通信ネット
ワーク（ISDN）、光ファイバ等の有線ネットワークである。データの送受信には例えばＴ
ＣＰ（Transmission　Control　Protocol）／ＩＰ（Internet　Protocol）等のプロトコ
ルと上位互換であるＨＴＴＰ（Hyper　Text　Transfer　Protocol）やＦＴＰ（File　Tra
nsfer　Protocol）、ＭＩＭＥ（Multipurpose　Internet　Mail　Extension）等のプロト
コルが使用される。また、上記以外の通信態様として、ビーコン送受信やＦＭ多重放送等
によるものであってもよい。
【００３８】
　情報提供１００が有する情報処理装置１１０及びデータベース１２０については、周知
の処理コンピューター及び記憶媒体を用いればよいため、詳細な説明を省略する。
【００３９】
　＜処理内容＞
　本実施例の情報提供システム１において、退出所要時間に関する情報提供は、その前段
階としての車両用情報提供装置１０からセンターへの車両側情報の送信と、センターから
車両用情報提供装置１０への退出状況情報の送信の２段階に分かれる。まずは、前者につ
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いて説明する。
【００４０】
　（１－１．車両側情報の送信）
　図３は、車両用情報提供装置１０が車両側情報を生成する際の処理の流れを示すフロー
チャートである。本フローは、例えば、ＡＣＣオン時（ＩＧオン時やエンジンスタート時
であってもよい）に開始され、ナビゲーションコンピューター５０により自動的に実行さ
れる（ユーザー操作により当該車両側情報送信動作のオン／オフを切替え可能な構成であ
っても構わない）。なお、以下で述べる「所定施設特定情報」、「退出開始時刻」、「退
出完了時刻」、「出口特定情報」とは、車両側情報を構成する要素であり、情報提供セン
ター１００に送信される前に、例えばＲＡＭ上の所定領域に一時的に格納される。
【００４１】
　まず、前述の如く、ＧＰＳ受信機２０の受信波に基づく演算等により、自車両の現在位
置を特定する（Ｓ１００）。
【００４２】
　そして、自車両の現在位置が所定施設内に在るか否かを判定する（Ｓ１０２）。当該判
定は、例えば、自車両の現在位置が、所定施設の座標領域内に在るか否かによって行うこ
とができる。自車両の現在位置が所定施設内にない場合は、何も処理を行わずに本フロー
の１ルーチンを終了する。
【００４３】
　自車両の現在位置が所定施設内に在る場合は、所定施設特定情報を作成する（Ｓ１０４
）。所定施設特定情報の内容は、例えば、メモリ３０に記憶された施設ＩＤであってもよ
いし、自車両の現在位置そのものであってもよい。
【００４４】
　所定施設特定情報を作成すると、自車両が移動するまで待機する処理を行う（Ｓ１０６
）。自車両が移動したか否かの判定は、例えば、車速が１［ｋｍ／ｈ］以上である状態が
一定時間継続したとき、又は一定距離以上走行したときに、自車両が移動したと判定する
ことができる。
【００４５】
　自車両が移動すると、退出開始時刻（特許請求の範囲における「自車両の発進時刻」に
相当する）に現在時刻を設定する（Ｓ１０８）。
【００４６】
　続いて、自車両が所定施設から退出するまで待機する処理を行う（Ｓ１１０）。所定施
設から退出したか否かの判定は、地図情報の形式によって柔軟に設定することができ、例
えば、所定施設に出口リンクが設定されている場合はこれを自車両が通過したとき、出口
座標を中心とする領域を自車両が通過したとき、自車両の現在位置が前述した所定施設の
座標領域外となったとき、自車両の現在位置が道路リンク上にあるとき、等に所定施設か
ら退出したと判定することができる。
【００４７】
　自車両が所定施設から退出すると、退出完了時刻（特許請求の範囲における「道路への
退出時刻」に相当する）に現在時刻を設定し（Ｓ１１２）、出口特定情報に、退出に使用
した出口番号（当該出口の座標であってもよい）を設定する（Ｓ１１４）。
【００４８】
　そして、施設特定情報、退出開始時刻、退出完了時刻、出口特定情報からなる車両側情
報を、情報提供センター１００に送信する（Ｓ１１６）。
【００４９】
　なお、退出開始時刻及び退出完了時刻をセットで送信するのに代えて、退出完了時刻か
ら退出開始時刻を差し引いた実退出所要時間を情報提供センター１００に送信してもよい
。
【００５０】
　（１－２．退出状況情報の生成、送信）
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　情報提供センター１００からの退出状況情報の送信は、例えば、情報提供センター１０
０において車両用情報提供装置１０からの要求信号を受信したことをトリガーとして行わ
れる。図４は、車両用情報提供装置１０が要求信号を送信する際の処理の流れを示すフロ
ーチャートである。本フローは、例えば、ＡＣＣオン時（ＩＧオン時やエンジンスタート
時であってもよい）に開始され、ナビゲーションコンピューター５０により自動的に実行
される（ユーザー操作により当該車両側情報送信動作のオン／オフを切替え可能な構成で
あっても構わないし、ＡＣＣオン時に自動的に開始されるのではなくユーザー操作により
開始されてもよい）。
【００５１】
　まず、前述の如く、ＧＰＳ受信機２０の受信波に基づく演算等により、自車両の現在位
置を特定し（Ｓ２００）、自車両の現在位置が所定施設内に在るか否かを判定する（Ｓ２
０２）。自車両の現在位置が所定施設内に在る場合は、所定施設特定情報を作成し（Ｓ２
０４）、要求信号を所定施設特定情報と共に情報提供センター１００に送信する（Ｓ２０
６）。
【００５２】
　なお、本フローのＳ２００～Ｓ２０４の処理は、図３のフローチャートにおけるＳ１０
０～Ｓ１０４と同じであるため、図３のフローチャートにおいてＳ１０４とＳ１０６の間
に、要求信号を情報提供センター１００に送信する処理が挿入されてもよい。すなわち、
車両側情報の送信に係る処理の中に要求信号の送信が組み込まれてもよい。
【００５３】
　情報提供センター１００の情報処理装置１１０は、前述の車両側情報を随時受信し、こ
れをデータベース１２０に記憶する。そして、車両用情報提供装置１０から要求信号を受
信したときに、退出状況情報を生成して車両用情報提供装置１０に送信する。なお、要求
信号の送信が車両側情報の送信に組み込まれている場合は、車両側情報の受信と退出状況
情報の送信が行われる。
【００５４】
　図５は、情報提供センター１００の情報処理装置１１０が、退出所要時間を計算し、こ
れを退出状況情報として車両用情報提供装置１０に送信する際の処理の流れを示すフロー
チャートである。本フローは、車両用情報提供装置１０から要求信号を受信したときに開
始される。
【００５５】
　まず、当該施設（要求信号に付随する所定施設特定情報により判別される施設；以下同
じ）に関する車両側情報のうち、直近に受信した情報をデータベース１２０から読み込む
（Ｓ３００）。ここで、「直近に」とは、例えば、要求信号の受信から所定時間（数［mi
n］～数十［min］程度）以内に、という意である。
【００５６】
　そして、当該施設が有する各出口について退出所要時間を計算するのに十分な情報が読
み込まれたか否かを判定する（Ｓ３０２）。「十分な情報が読み込まれた」とは、例えば
、各出口について少なくとも一つの車両側情報が存在することを意味する。
【００５７】
　十分な情報が読み込まれた場合は、読み込まれた情報をソースデータとし、当該施設が
有する各出口について、退出完了時刻から退出開始時刻を差し引いた実退出所要時間の平
均（幾何平均、中心値等であってもよい）をとり、リアルタイム退出所要時間（特許請求
の範囲における「直近情報に基づく退出状況情報」に相当する）を計算する。そして、計
算された出口別のリアルタイム退出所要時間を、出口別の退出所要時間として車両用情報
提供装置１０に送信する（Ｓ３０４）。
【００５８】
　一方、十分な情報が読み込まれなかった場合は、当該施設に関する車両側情報のうち、
同一の日付要因（曜日、季節等）、且つ同一の時間帯に受信された車両側情報をデータベ
ース１２０から読み込む（Ｓ３０６）。そして、読み込まれた情報をソースデータとし、
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当該施設が有する各出口について、退出完了時刻から退出開始時刻を差し引いた実退出所
要時間の平均（幾何平均、中心値等であってもよい）をとり、統計退出所要時間（特許請
求の範囲における「統計上の退出状況情報」に相当する）を計算する。そして、計算され
た出口別の統計退出所要時間を、出口別の退出所要時間として車両用情報提供装置１０に
送信する（Ｓ３０８）。
【００５９】
　このような処理により、直近すなわち所定時間以内に十分な内容の情報を受信している
場合には、これに基づいた退出所要時間が、所定時間以内に十分な内容の情報を受信して
いない場合には、過去に類似の状況で受信された情報に基づいた退出所要時間が、夫々計
算されることとなる。
【００６０】
　また、退出状況情報は、出口別に退出渋滞が発生しているか否かの情報を含んでもよい
。係る場合のフローチャートの一例を図６に示す。本フローは、例えば図５のフローチャ
ートと並行して実行される。また、図５のフローチャートに組み込まれてもよい。
【００６１】
　まず、図５のＳ３００及びＳ３０４で説明した手法により、当該施設の各出口について
リアルタイム退出所要時間を計算する（Ｓ４００）。
【００６２】
　続いて、当該施設に関する全ての車両側情報について各出口の実退出所要時間を計算し
、各出口の実退出所要時間のうち最短のものを最短退出所要時間として抽出する（Ｓ４０
２）。
【００６３】
　そして、各出口について、リアルタイム退出所要時間と最短退出所要時間の差分を計算
し、当該差分が規定値Ｔ１を超えるか否かを判定する（Ｓ４０４）。
【００６４】
　差分が規定値Ｔ１以内である場合は、出口渋滞度として「空き」を設定し（退出渋滞な
し、を意味する）、情報提供装置１０に送信する（Ｓ４０６）。一方、差分が規定値Ｔ１
を超える場合は、出口渋滞度として「渋滞」を設定し（退出渋滞あり、を意味する）、情
報提供装置１０に送信する（Ｓ４０８）。
【００６５】
　（１－３．情報提供の内容）
　車両側情報提供装置１０は、退出状況情報を受信すると、これに基づいて乗員に対する
情報提供を行う。
【００６６】
　図７は、入出力装置４０に含まれるディスプレイ装置を用いた情報提供画面の表示例で
ある。図７（Ａ）では、退出所要時間が最短の出口Ｂに自車両を誘導するように矢印が表
示され、且つ退出渋滞が発生している出口Ａについては赤色等の強調表示を行っている。
また、図７（Ｂ）では、更に、退出所要時間（図中、「所要時間」と表記している）及び
退出渋滞の有無が各出口について文字表示されている。このような情報提供を行う結果、
運転者は、より退出所要時間の短い出口を選択して所定施設から速やかに退出することが
できる。
【００６７】
　なお、本実施例において、情報提供センター１００から送信される退出状況情報は、出
口別の退出所要時間を含み、車両用情報提供１０が、退出所要時間が最短の出口を選択す
るものとしたが、情報提供センター１００において退出所要時間が最短の出口を選択し、
これを退出状況情報として送信し、車両用情報提供１０において退出所要時間が最短の出
口をそのまま表示する流れであってもよい。
【００６８】
　本実施例の車両側情報提供装置１０、情報提供センター１００、及び情報提供システム
１によれば、複数の出口を有する駐車場等から車両が退出する際に、出口別の退出所要時
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間に関する情報提供を行うことができる。
【００６９】
　なお、図８は、車両側情報を送信する際（図８（Ａ）参照）、及び退出状況情報を送信
する際（図８（Ｂ）参照）、のシーケンス図である。両図は、車両Ａからのみ要求信号が
送信された場合を示している。
【００７０】
　［第２実施例］
　以下、本発明の第２実施例に係る情報提供システム２について説明する。
【００７１】
　＜構成＞
　第２実施例に係る情報提供システム２は、第１実施例と同様に車両用情報提供１０及び
情報提供センター１００を有し、車両用情報提供１０と情報提供センター１００の夫々が
有するハードウエア構成も共通する。従って、ハードウエア構成については図１及び図２
を参照すると共に各構成要素について同一の符号を付し、説明を省略する。
【００７２】
　＜処理内容＞
　本実施例の情報提供システム２においても、退出所要時間に関する情報提供は、その前
段階としての車両用情報提供装置１０からセンターへの車両側情報の送信と、センターか
ら車両用情報提供装置１０への退出状況情報の送信の２段階に分かれる。まずは、前者に
ついて説明する。
【００７３】
　（２－１．車両側情報の送信）
　図９は、本実施例に係る車両用情報提供装置１０が車両側情報を生成する際の処理の流
れを示すフローチャートである。本フローは、例えば、ＡＣＣオン時（ＩＧオン時やエン
ジンスタート時であってもよい）に開始され、ナビゲーションコンピューター５０により
自動的に実行される（ユーザー操作により当該車両側情報送信動作のオン／オフを切替え
可能な構成であっても構わない）。なお、以下で述べる「所定施設特定情報」、「退出開
始時刻」、「退出完了時刻」、「出口特定情報」とは、車両側情報を構成する要素であり
、情報提供センター１００に送信される前に、例えばＲＡＭ上の所定領域に一時的に格納
される。
【００７４】
　まず、ＧＰＳ受信機２０の受信波に基づく演算等により、自車両の現在位置を特定し（
Ｓ５００）、自車両の現在位置が所定施設内に在るか否かを判定し（Ｓ５０２）、自車両
の現在位置が所定施設内に在る場合は、所定施設特定情報を作成し（Ｓ５０４）、自車両
が移動するまで待機する処理を行う（Ｓ５０６）。
【００７５】
　自車両が移動すると、退出開始時刻に現在時刻を設定し（Ｓ５０８）、所定施設特定情
報及び退出開始時刻を情報提供センター１００に送信する（Ｓ５０９）。
【００７６】
　上記の如く、Ｓ５００～Ｓ５０８までの処理は第１実施例で説明した図３のフローチャ
ートにおけるＳ１００～Ｓ１０８までの処理と同じであり、各処理の意義や詳細について
は第１実施例を参照することとし、説明を省略する。
【００７７】
　続いて、自車両が所定施設から退出するまで待機し（Ｓ５１０）。自車両が所定施設か
ら退出すると、退出完了時刻に現在時刻を設定し（Ｓ５１２）、出口特定情報に、退出に
使用した出口番号（当該出口の座標であってもよい）を設定し（Ｓ５１４）、施設特定情
報、退出開始時刻、退出完了時刻、出口特定情報を、情報提供センター１００に送信する
（Ｓ５１６）。従って、本実施例における車両側情報は、Ｓ５０９とＳ５１６の２回に分
けて送信されることとなる。
【００７８】
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　（２－２．退出状況情報の生成、送信）
　情報提供センター１００からの退出状況情報の送信は、例えば、情報提供センター１０
０において車両用情報提供装置１０からの要求信号を受信したことをトリガーとして行わ
れる。車両用情報提供装置１０が要求信号を送信する際の処理の流れについては、第１実
施例と同様であり、説明を省略する。車両側情報の送信に係る処理の中に要求信号の送信
が組み込まれてもよい点も同様である。
【００７９】
　情報提供センター１００の情報処理装置１１０は、前述の車両側情報を随時受信し、こ
れをデータベース１２０に記憶する。そして、車両用情報提供装置１０から要求信号を受
信したときに、退出状況情報を生成して車両用情報提供装置１０に送信する。なお、要求
信号の送信が車両側情報の送信に組み込まれている場合は、車両側情報の受信と退出状況
情報の送信がセットで行われることとなる。
【００８０】
　本実施例に係る情報提供センター１００においても、要求信号を受信したときに、退出
状況情報を生成して返信する流れとなる。なお、退出状況情報を生成する前段階において
特徴的な処理を行なっているため、これについて説明する。図１０は、本実施例に係る情
報提供センター１００の情報処理装置１１０が車両側情報を受信した度に行う処理の流れ
を示すフローチャートである。
【００８１】
　まず、受信した車両側情報が退出開始時刻を含むものであるか（図９のＳ５０９に相当
するものであるか）、或いは退出完了時刻を含むものであるか（図９のＳ５１６に相当す
るものであるか）を判定する（Ｓ６００）。
【００８２】
　受信した車両側情報が退出開始時刻を含むものである場合は、所定施設毎に作成される
退出中車両数管理情報（図１１（Ａ）参照）に、車両ＩＤ及び退出開始時刻を格納する（
Ｓ６０２）。
【００８３】
　そして、駐車履歴情報（図１１（Ｂ）参照）の新規フィールドに、車両ＩＤ、所定施設
特定情報、退出開始時刻、退出中車両数を格納する（Ｓ６０４）。ここで、退出中車両数
は、当該所定施設に対応する退出中車両数管理情報を参照して計数される。
【００８４】
　一方、受信した車両側情報が退出完了時刻を含むものである場合は、退出中車両数管理
情報から、当該車両に該当する情報を削除する（Ｓ６０６）。
【００８５】
　そして、駐車履歴情報において、車両ＩＤ、所定施設特定情報、退出開始時刻が一致す
る箇所を探し、退出完了時刻、実退出所要時間、及び出口番号を格納する（Ｓ６０８）。
【００８６】
　そして、今回格納された情報を反映させて、退出中車両数別の平均退出所要時間情報（
図１１（Ｃ）参照）を更新する（Ｓ６１０）。
【００８７】
　こうすることにより、当該施設における退出車両数と、当該施設が有する各出口の退出
所要時間との相関関係情報が生成される。こうした相関関係は、所定施設の退出路の形状
や、周辺の道路形状等を反映したものであるため、信頼度が高いものである。
【００８８】
　随時更新される平均退出所要時間情報及び退出中車両数管理情報は、要求信号を受信し
たときに生成される退出状況情報のデータソースとして用いられる。すなわち、まず、所
定施設特定情報を含む要求信号を受信したときに、当該所定施設を退出中の車両数を、退
出中車両数管理情報から導出する。次に、得られた車両数に対応する各出口の退出所要時
間を抽出して、退出状況情報として車両用情報提供装置１０に送信する。
【００８９】
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　第１実施例と比較すると、第１実施例は、直近に得られた実退出所要時間を優先的に用
い、次に過去の類似の状況下の実退出所要時間を用いて、退出状況情報を作成するのであ
るが、あくまで過去に計測された時間に基づき現在の退出所要時間を計算するものである
。これに対し、本実施例は、現在退出中の車両数に基づいて退出状況情報を作成する点で
、よりリアルタイムな予測を行なっていると言える。
【００９０】
　なお、本実施例の処理と、第１実施例のリアルタイム退出所要時間の計算とを組み合わ
せてもよい。例えば、第１実施例のリアルタイム退出所要時間を計算するのに十分な情報
が得られた場合は、これを計算し、そうでない場合は、本実施例の処理により退出所要時
間を計算するのである。
【００９１】
　なお、退出状況情報が、出口別に退出渋滞が発生しているか否かの情報を含んでもよい
点については、第１実施例と同様であり、説明を省略する。
【００９２】
　本実施例の情報提供システム２によれば、複数の出口を有する駐車場等から車両が退出
する際に、出口別の退出所要時間に関する情報提供を行うことができる。
【００９３】
　なお、図１２は、車両側情報を送信する際のシーケンス図である。
【００９４】
　以上、本発明を実施するための最良の形態について実施例を用いて説明したが、本発明
はこうした実施例に何等限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内にお
いて種々の変形及び置換を加えることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明は、自動車製造業や自動車部品製造業等に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】情報提供システム１の全体構成を概念的に示す図である。
【図２】車両用情報提供装置１０及び情報提供センター１００の、より具体的な構成を示
す図である。
【図３】車両用情報提供装置１０が車両側情報を生成する際の処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図４】車両用情報提供装置１０が要求信号を送信する際の処理の流れを示すフローチャ
ートである。
【図５】情報提供センター１００の情報処理装置１１０が、退出状況情報の一つである退
出所要時間を生成して車両用情報提供装置１０に送信する際の処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図６】退出状況情報が出口別に退出渋滞が発生しているか否かの情報を含む場合のフロ
ーチャートの一例を示す図である。
【図７】入出力装置４０に含まれるディスプレイ装置を用いた情報提供画面の表示例であ
る。
【図８】車両側情報を送信する際、及び退出状況情報を送信する際のシーケンス図である
。
【図９】本実施例に係る車両用情報提供装置１０が車両側情報を生成する際の処理の流れ
を示すフローチャートである。
【図１０】本実施例に係る情報提供センター１００の情報処理装置１１０が車両側情報を
受信した度に行う処理の流れを示すフローチャートである。
【図１１】所定施設毎に作成される退出中車両数管理情報、駐車履歴情報、退出中車両台
数別の平均退出所要時間情報を示す図である。
【図１２】車両側情報を送信する際のシーケンス図である。
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【符号の説明】
【００９７】
１、２　情報提供システム
　１０　車両用情報提供装置
　２０　ＧＰＳ受信機
　３０　メモリ
　４０　入出力装置
　５０　ナビゲーションコンピューター
　６０　車両側通信装置
　７０　無線基地局
　８０　ネットワーク
１００　情報提供センター
１１０　情報処理装置
１２０　データベース

【要約】
【課題】複数の出口を有する駐車場等から車両が退出する際に、出口別の退出所要時間に
関する情報提供を行うことが可能な車両用情報提供装置等を提供すること。
【解決手段】情報提供センターから送信される情報に基づき乗員に情報提供する車両用情
報提供装置であって、複数の出口を有する道路外の所定施設から道路に退出する際に、自
車両の発進時刻と道路への退出時刻に基づく情報、及び複数の出口のうちいずれから道路
に退出したかを判別可能な情報を含む、車両側情報を前記情報提供センターに送信する第
１の動作と、複数車両から受信される車両側情報に基づき情報提供センターにおいて計算
される出口別の退出所要時間を含む退出状況情報を、情報提供センターから受信し、受信
した退出状況情報に基づいて情報提供を行う第２の動作と、を行うことを特徴とする車両
用情報提供装置。
【選択図】図７
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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